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１．はじめに  

 国土交通省では，建設生産プロセスにＩＣＴを活用し，生産性の向上を図っているところであり，これまで土工，

舗装工，浚渫工に関する基準類が整備されている．これらの政策を推進するため，技術的な観点及び現場での効率

性の観点等から，必要となる事項を検討の上，基準類の「カイゼン」を実施した．ここで昨年度の「カイゼン」項

目について解説する． 

２．新規要領 

（１）ＩＣＴ土工（軟岩） 【管理基準】 

 平滑な整形が困難な軟岩が存在する掘削の法面では，面的な出来形管理基準を適用することが困難であったため，

ＩＣＴ建機による施工を行っても，レベル・テープによる出来形管理やトータルステーション（以下ＴＳ）による

出来形管理を実施していた．このような非効率な管理を「カイゼン」し，軟岩等の面管理を実現可能にするため，

軟岩等の掘削現場で面的な出来形の実態を把握し管理基準を設定した． 

（２）ＩＣＴ土工（河床掘削） 【管理基準】 

 ＩＣＴ建機の施工履歴データを活用し，出来高・出来形管理を実

施することにより，水中部の計測等の苦渋作業の軽減と安全性を確

保した．また、施工履歴から帳票を自動作成することによる書類作

成の効率化を図った． 

（３）ＩＣＴ地盤改良工（浅層・中層混合処理） 【要領】 

 ＩＣＴ活用により，施工範囲等の測量，区割りの目印設置を省略

することよる施工準備段階からの効率化に加え，ＩＣＴ建機による

施工・出来高・出来形計測作業効率の向上および，検査の効率化を

図った． 

（４）ＩＣＴ付帯構造物設置工 【要領】 

 土工とあわせて３次元設計データを作成し、ＴＳ等を活用した構

造物設置作業を簡略化し，同時に施工管理，出来高，出来形管理，

検査の効率化を図った． 

（５）ＩＣＴ法面工（吹付工） 【要領】 

 出来形管理時の安全性の確保と検査の効率化のために，法面工（吹

付工）の変更数量算出や出来高，出来形等の施工管理に活用できる

ようにした． 

（６）ＩＣＴ土工（床掘） 【運用の拡張】 

 土工と合わせて３次元設計データを作成し床掘施工に活用した．

なお，床掘は作業土工であることから，出来形管理は対象外である．

３次元設計データとＩＣＴ建機の適用で生産性の向上が期待される． 

ＩＣＴ土工（床掘）ＩＣＴ土工

図 １ ICT 建機による床掘施工 

図 ２ ICT 付帯構造物設置 

図 ３ 施工履歴による出来形管理 
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２．既存要領のカイゼン 

（１）地上型レーザースキャナーを用いた出来形管理要領（舗

装工事編）  

 地上型レーザースキャナー（以下ＴＬＳ）により舗装工事を

計測する場合，ＴＬＳ直下部の半径数ｍにおいて点群が取得で

きないため，盛り替え作業回数が増加し生産性の向上の阻害要

因となっていた．舗装工の施工手法からＴＬＳ直下部のみ施工

精度が悪化することは無いことから，ＴＬＳ直下の点群抜けを

許容した（設計面に対する除外範囲の割合は１０％未満とする）．

この改訂の結果，最大で従来のＴＬＳ出来形計測の２倍の効率

が期待できる． 

 また，舗装表層の平坦性指標（σ）を計測するためには，３ｍ

プロフィルメータを曳いて路面上を歩行する必要があった．要

領カイゼンで，点群データからの σ 算出方法を示したことによ

り，３ｍプロフィルメータでの計測に代替することが可能とな

った． 

（２）地上移動体搭載型レーザースキャナーを用いた出来形管

理要領  

 地上移動体搭載型ＬＳ本体の位置及び姿勢の計測に，ＧＮＳ

Ｓ（衛星測位システム）やＩＭＵ（慣性計測装置）を使う技術

（例えば、モービルマッピングシステム：ＭＭＳ）の精度確認

方法を明記した． 

（３）ＴＳ・ＧＮＳＳを用いた盛土の締固め回数管理要領  

 締固め回数管理システムの納品データ形式を規定することで，

納品データ毎に特定のビューワーを使用せずとも，効率的に納

品データの確認をできるようにした．  

（４）施工履歴データによる土工の出来高算出要領  

 ＩＣＴ土工の拡大に伴い，施工履歴データの活用が期待され

ているため，施工履歴データの利用に先立ち現在実施している

作業装置の精度確認について計測センサーの状態を確認する姿

勢毎に１回以上として，３２回の平均から７回以上の平均とし

簡素化した． 

３．おわりに  

 Ｈ２８年からＩＣＴ土工で開始した３次元設計データの活用は，年々工種拡張を実施し，Ｈ３０年には土工周辺

工を含めた範囲での３次元データ活用を推進するに至った．Ｈ３０年度の成果では，構造物設置工等のＩＣＴ施工

以外の部分に３次元設計データを活用することで作業の効率化を図り，現場生産性向上を進めた．新規要領追加と

既存要領の「カイゼン」を実施することで現場生産性向上が実現することに期待している．今後も作業の効率化以

外にも，安全性の確保や苦渋作業の軽減等，建設生産プロセス全体の生産性向上のため，継続的に「カイゼン」を

進めていく．  
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図 ４ 舗装面スキャン例 

図 ６ 精度確認試験手順 

図 ５ 平坦性算出方法 

カイゼン後 自動算出カイゼン後不要
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